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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「冬」　
旧暦 ：神無月一日～師走三十日　新暦 ： 平成29年11月18日～平成30年2月15日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「冬」　
遅　留　麦　蒔　（暖かさ 麦蒔き時に 留意かな）
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冬は11月18日（新暦）からです。

少し遅めの冬入りですね。遅めの冬支度で大丈夫です。
本格的な冬の訪れは12月18日（新暦）頃から。年内（新暦）は暖かさが残るでしょう。冬の終わりは平成30年2月15日（新暦）。
年初（新暦）、寒さが厳しいでしょう。

『麦蒔き』：「村の名も法隆寺なり麦を蒔く」（高浜虚子）
 (写真：神無月八日＜新暦11月25日＞：我が畑では、値段の高騰した野菜達が大漁！)
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2． 今年の 「冬」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	つばき開花（銚子）
	11/30
	神無月十三日
	-11

	カエデ紅葉（銚子）
	12/5
	神無月十八日
	-7

	初霜（銚子）
	12/8
	神無月廿一日
	-3

	初氷（銚子）
	12/18
	霜月一日
	-3

	初雪（銚子）
	1/22
	師走六日
	+5


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

新暦11月の中旬以降、北日本付近を度々低気圧が通過。その後冬型の気圧配置となり、大陸から寒気が流れ込みました。特に新暦11月中旬後半から下旬にかけては、偏西風が日本付近で南に蛇行し、真冬並みの強い寒気が流れ込みました。このため、一気に寒くなりましたね。「少し遅めの冬入りですね。」との予想は外れたようです…。さらに新暦12月以降も寒さが続き、日本海側では大雪となった所もありました。新暦大晦日には東京他で初雪を観測。東京で大晦日に初雪を観測したのは130年ぶりのことです。新暦1月22～23日、2月1～2日も南岸低気圧の通過により雪となりました。新暦1月25～27日は東京都や埼玉県の各地で日最低気温の観測史上1位の値を更新、新暦2月は北陸地方や東日本日本海側の各地で大雪等、寒い冬でした。
3． 元ちゃんの 「冬」
彩
雲　  　   新暦元旦初日の出　 　　　都心のスーパームーン 　　 　　関東地方の大雪 　　　　　　 　皆既月食
霜月十五日（30/1/1）　       霜月十六日(30/1/2)　       師走七日(30/1/23) 　    　師走十五日（30/1/31）
4． 元ちゃんの旧暦予想 「春」　新暦30.2.16～30.5.14
遥  青  想  暖　    （暖か想う遅い春（青））
昨年の閏五月の影響で、季節の進みは遅くなっています。この季節の遅れは夏頃まで続くでしょう。
平成30年の春は2月16日（新暦）から。春の訪れは遅く、暖かさの恋しい始まりとなるでしょう。本格的な暖かさは、3月中旬（新暦）頃から。
春野菜の種蒔きは少し遅めでも大丈夫かも。

青柳の 泥にしだるる 潮干かな（芭蕉）
 どいつもこいつも旧暦！

















